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玉野に住む人 玉野で働く人 

玉野に来る人 玉野で学ぶ人 

玉野に暮らす全ての人のために 

玉野に暮らす命は、玉野の地で守ります 
玉野の地で祝福されて生を享け、 

おだやかに育ち、力強く根を張り、 

そして玉野の地で 

安らかに生の終わりと向き合う。 

そんな玉野の地で生きる人を支え続けます。 
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外来に形成外科が新設されました！ 
 

■形成外科の紹介 （外来受付時間 ： 毎週金曜日 午前 9：00～11：30） 

形成外科は、身体の表面に生じたきず、変形、欠損、生まれつきの異常などを、外科的な手技を用いて治療す

る診療科です。 

単に「きずを治す」だけでなく、機能の回復と見た目の改善の両立を目指して診療を行います。 

顔や手足のけが、やけど、皮膚のできもの、目立つきずあと、まぶたの開けにくさ、巻き爪など、日常生活の

中でお困りの症状に幅広く

対応します。症状や部位によ

って治療方法は異なります

が、できるだけ自然できれい

な仕上がりとなるよう配慮し

ながら治療を進めます。 

専門的な診療や高度な治

療が必要と判断される場合

には、適切な専門施設へご紹

介させていただきます。 

 

■こんな症状で困っていませんか？ 

まぶたの悩み（眼瞼下垂） 

眼瞼下垂とは、加齢やコンタクトレンズの長期使用などに

より、まぶたが下がって目を開けにくくなる状態です。見た

目の問題だけでなく、視野の狭さ、眼精疲労、頭痛、肩こりの

原因となることもあります。 

 

形成外科では、まぶたを持ち上げる筋肉の働きや皮膚のたるみを診察

し、原因に応じた治療を行います。皮膚のたるみが主な原因の場合は余っ

た皮膚を切除し、まぶたを上げる筋肉がゆるんでいる場合は筋肉の位置

を調整して目を開けやすくします。 

症状や状態によっては、局所麻酔による日帰り手術が可能です。詳しい

費用や手術方法については、診察時に医師へご相談ください。 

 

■当科で大切にしていること 

形成外科では、患者さんの「困っていること」に耳を傾け、症状、生活背

景、治療への希望を踏まえて治療方針を考えます。 

きずや変形は、痛みや動かしにくさだけでなく、見た目の悩みや生活の

しづらさにつながることがあります。当科では、機能を守ること、自然な見

た目を目指すこと、安心して治療を受けていただくことを大切にしていま

す。気になる症状がありましたら、お気軽にご相談ください。 

マンモグラフィ施設認定を取得しました！ 

 

■マンモグラフィ検診施設画像認定とは？ 
この認定は、第三者機関である日本乳がん検診精度管理中央機構が

認定する制度です。 

認定にあたっては検査に使用する撮影装置が乳がん検診の仕様基

準を満たしていることに加え日々の精度管理や画質、被ばく線量な

どさまざまな項目について厳しい審査を受け、乳がん検診における

質の高さが認められた施設のみに与えられるものです。 

この認定を取得することで、安全で信頼性の高い乳がん検診が受け

ることができる施設と第三者機関に認められたことになります。 

認定された医療機関は県内に 27 施設あり、玉野市では当院のみが

取得しております。 

 

■質の高い乳がん検診をご提供します！ 
乳がん検診において、質の高いマンモグラフィ検診を提供するために

は、撮影装置だけでなく撮影を行う診療放射線技師や、撮影された

画像を読影する医師の技術も重要です。 

当院には、同機構が認定する検診マンモグラフィ撮影認定診療放射

線技師が複数在籍しているほか、検診マンモグラフィ読影認定医師

（外科・放射線科）も複数在籍しており、質の高い検診体制を整えてい

ます。 

当院は今後も、マンモグラフィ検診を受診される皆さまに安心して質

の高い検査を受けていただけるよう、さらなる検査の質の向上に努

めてまいります。 

 

 

 

 

 
 

主な対象疾患・症状 内     容 

外傷 切り傷、擦り傷、指先のけが、爪の損傷など 

熱傷 お湯・油・火・蒸気・薬品などによるやけど 

顔面骨骨折 鼻や頬など、顔の骨折 

眼瞼下垂・内反症 まぶたが開けにくい、まつげが目に当たる、涙が出る、目がゴロゴロするなど 

陥入爪・巻き爪 爪の食い込み、痛み、腫れ、感染、繰り返す炎症など 

瘢痕・瘢痕拘縮 目立つきずあと、赤く盛り上がったきずあと、ひきつれ、痛み、かゆみなど 

皮膚・皮下腫瘍 皮膚や皮膚の下のできもの、粉瘤、ほくろ、しみ、出血やただれを伴う病変など 

先天異常 耳の形の異常、手足の異常、頭部の異常など 

難治性潰瘍・褥瘡 治りにくいきず、床ずれなど 

形成外科 濵本有祐医師 

当院マンモグラフィ装置 

認定証 

乳がん検診をご検討中の方は 

ぜひ当院へご相談ください！！ 
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予防接種ワクチンと高齢者助成について 
 

 

ワクチン接種は、予防可能な感染症から身を守る最も効果的な方法の一つです。適切な時期にワクチンを 

接種することで、病気の発症や重症化を防ぐことができます。 

また、ワクチン接種により集団免疫が形成され、地域全体の感染症の拡大を防ぐことにも寄与します。 

 

インフルエンザワクチン（毎年 10/1～1/31） 

◆定期接種 

・玉野市在住 満 65 歳以上の方 

・接種日に 60 歳以上〜64 歳未満で重い基礎疾患のある方 

  自己負担額 2,000 円（税込） 

◆任意接種（13 歳以上） 

  4,000 円（税込） 

 

新型コロナワクチン（毎年 10/1～1/31）  

コミナティ（ファイザー）、ヌバキソビッド（武田薬品） 

◆定期接種 

・玉野市在住 満 65 歳以上の方 

・接種日に 60 歳以上〜64 歳未満で重い基礎疾患のある方 

  自己負担額 5,000 円（税込） 

◆任意接種 

  16,830 円（税込） 

 

肺炎球菌ワクチン 

肺炎などの重症感染症を予防するワクチンです。 

ワクチンは、プレベナー20（PCV20）とキャップバックス（PCV21）の２種類あり、対応する菌の型と公費助

成の有無が異なります。 

プレベナー20 は対応する菌の型は 20 種類で公費対象、キャップバックスは対応する菌の型は 21 種類で

公費非対象です。 

◆定期接種 

・満 65 歳の方 

・接種日に 60 歳以上〜64 歳未満で重い基礎疾患のある方 

  ※過去に肺炎球菌ワクチン（種類を問わず）を接種された方は、定期接種の対象外となります。 

・使用ワクチン：プレベナー20（PCV20）のみ 

  自己負担額 3,000 円（税込）※減免制度あり 

◆任意接種 

・これまで肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方 

・定期接種の対象外の方（過去に接種歴がある方など） 

・使用ワクチン：プレベナー20（PCV20） または キャップバックス（PCV21） 

プレベナー20：11,990 円（税込） 

キャップバックス：15,070 円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

帯状疱疹ワクチン 

帯状疱疹は、加齢や免疫低下により発症し、強い痛みが長く続くことがあります。ワクチンにより発症や重症

化を予防できます。 

ワクチンは、シングリックス（不活化ワクチン）と乾燥弱毒生水痘ワクチン（ビケン）の 2 種類あり、予防効果と

持続期間が異なります。 

予防効果 接種後 1 年時点 接種後 5 年時点 接種後 10 年時点 

シングリックス 90%以上 90%程度 70%程度 

乾燥弱毒生水痘ワクチン 60%程度 40%程度  

 

◆定期接種（対象年齢） 

・年度末までに 65、70、75、80、85、90、95、100 歳になる方（経過措置あり） 

※定期接種は生涯に 1 回のみ対象となります 

自己負担額（玉野市） 

・シングリックス（不活化ワクチン）：11,000 円/回（2 ヶ月以上あけて 2 回接種） 

・乾燥弱毒生水痘ワクチン（ビケン）：4,000 円（1 回接種） 

◆任意接種 

・シングリックス（不活化ワクチン）：25,300 円（税込）/回（2 ヶ月以上あけて 2 回接種） 

・乾燥弱毒生水痘ワクチン（ビケン）：7,810 円（税込）（1 回接種） 

 

 

なお、任意接種の料金は、当院のものを記載しています 

料金については、各医療機関で異なりますので、接種を希望する医療機関にお問い合わせください 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザは例年、都市部から徐々に流行が広がる傾向があります。今年も東京や大阪では患

者数が増え始め、流行の兆しが見られます。一方、人口の密度が低く、人の動きが鈍い岡山県では

現在のところ大きな流行には至っていませんが、少しずつ報告数が増えており、油断はできない状

況です。例年、岡山では都市部よりやや遅れて本格的な流行期に入るため、今後の動向には注意が

必要です。 
感染予防には、手洗い・換気・人混みでのマスク着用が効果的です。また、予防接種は 10〜11 月に

受けると、冬の流行ピークに合わせて免疫が高まります。体調管理と早めの対策で、安心して冬を

迎えましょう。                                           内科 磯嶋浩二 
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帯状疱疹ワクチン 
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なお、任意接種の料金は、当院のものを記載しています 
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インフルエンザは例年、都市部から徐々に流行が広がる傾向があります。今年も東京や大阪では患

者数が増え始め、流行の兆しが見られます。一方、人口の密度が低く、人の動きが鈍い岡山県では

現在のところ大きな流行には至っていませんが、少しずつ報告数が増えており、油断はできない状

況です。例年、岡山では都市部よりやや遅れて本格的な流行期に入るため、今後の動向には注意が

必要です。 
感染予防には、手洗い・換気・人混みでのマスク着用が効果的です。また、予防接種は 10〜11 月に

受けると、冬の流行ピークに合わせて免疫が高まります。体調管理と早めの対策で、安心して冬を

迎えましょう。                                           内科 磯嶋浩二 
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ACLS 研修会 
 
 

今回、全職員を対象に ACLS（※１）研修を行いました。 

「初めての急変対応」(①急変とはなんですか? ②急変を見抜く観察のポイント ③急変発生時のあなた

の行動 ④心肺蘇生のパフォーマンスを上げるポイント)を e-ラーニングで受講したあと、救急救命士ととも

に BLS（※２）の実技講習を行いました。 

BLS 研修では新入職の看護師、リハビリスタッフの参加があり、職種の垣根を越えて活発な技術習得に向

けての研修となりました。 

参加者は最初こそ緊張がうかがえましたが、人形を使用してのデモンストレーションを繰り返すことで手技

に自信をもって取り組む様子が見られました。 

研修を通して、胸骨圧迫の重要性や体力的負担、AED の実践的な使用方法、チーム連携の大切さ、院内ル

ールを伝えることができたと思っています。また、救急救命士との連携にも繋がり、今後は各部署での合同

勉強会を行いたいと思っています。 

 

※１ ＡＣＬＳ・・・Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｃａｒｄｉｏｚａｓｃｕｌａｒ Ｌｉｆｅ Ｓｕｐｐｏｒｔの略で、医療従事者が病院などの現場

で行う二次心肺蘇生法（二次救命処置）のこと 

※２ ＢＬＳ・・・・Ｂａｓｉｃ Ｌｉｆｅ Ｓｕｐｐｏｒｔの略で、心肺停止や呼吸停止の傷病者に対して、専門的な器具や薬

品を使わずにその場に居合わせた人が行う一次救命処置のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の感想①（看護師） 

今回の救命救急演習を通して、胸骨圧迫の方法や救命

時の対応について改めて学ぶことができました。実際に胸

骨圧迫を行うことで、正しい姿勢や力加減など、実践して

みなければ分からないことを体験できました。また、緊急

時には一人で対応するのではなく、まず周囲に応援を呼

び、チームで協力することが大切だと学びました。救急カ

ートについても、いつでも使用できるように物品の場所や

内容を日頃から確認し、迅速に対応できる準備をしておく

ことの重要性を実感しました。今回の演習で得た学びを大

切にし、いざという時に迅速に対応できるよう備えていき

たいです。 

 

参加者の感想②（看護師） 

今回の心肺蘇生法の研修を通して、急変時には迅速

な判断と行動が大切だと改めて感じました。実際に胸

骨圧迫や AED の使用方法を練習することで、正しい

手順を再確認することができました。今後、急変時に

落ち着いて行動できるよう、今回学んだことを振り返

りながら身につけていきたいです。 

参加者の感想③（救急救命士） 

今回の研修会を通して、消防が行う救急活動について知ってもらうことができ、また病院内

で行われている医療についても学ぶことができたと感じました。同じ医療に携わる仕事であっ

ても、救急隊の活動と病院内では環境や役割に違いがありましたが、チームワークが重要であ

ることは共通していると改めて実感しました。 

今回の研修会で、普段とは異なる視点から多くの刺激を受け、自分自身の活動を振り返る良

い機会になりました。このような貴重な機会をいただくことができ、大変嬉しく思います。 

今後は、傷病者を搬送した後のことも視野にいれて、日頃の訓練や知識・技術の習得を継続

していこうと思います。 

二次救命処置 
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ACP をご存じですか？ 
 

 

病気や事故、老衰などによって回復が望め無い状況で意識が低下してきたとき、自分の意向を医療者に

伝えることが難しくなります。その様なとき、「ご自身が受けたい」医療と「ご家族が貴方に受けてもらいたい」

医療が一致しない場合もあります。終末期医療や延命治療については、人それぞれ考え方や希望は異なりま

す。最後まで、あなたが望まれる場所で、あなたらしく過ごすために、自分で意志を伝えられなくなる前に、

前もってご家族や医療者にご自身の意向を伝えておくことはとても大切なことです。 

事前に話し合うことで、ご家族が意識のないあなたにかわって大切な決断をしなければならなくなった場

合にも、あなたの思いを優先して考えることができます。突然大切な判断をしなければならなくなったご家

族の負担や迷い、後悔も軽減できるでしょう。 

病気の状態やそのときの年齢によって考え方が変わってくることはよくあります。1 回の人生会議で、今

すぐ全てを決めてしまう必要はありません。その都度話し合う機会をもち、それぞれの思いを共有して修正

していきましょう。ご自身が一人で決めるのではなく、あなたを大切に思っているご家族や親しい人の思い

も大切にして、みんなが話し合いながら決めることをおすすめします。話し合いの内容をノートなどに書き留

めておくことも大切です。玉野市の「マイエンディングノート」

（https://www.city.tamano.jp/site/cyoju/50055.html）を

活用するのも良いでしょう。 

※ ACP・・・Advance Care Planning の略 

 

～ACP で話し合う内容～ 

・ あなたの気がかり意向 

・ あなたの価値観や目標 

・ 病状や余命について 

・ 意志を伝えられなくなった時に代わりに判断してくれる人 

・ 治療や療養に関する希望 

・ 緊急時に受けたい医療的処置 

心臓が止まったときの心臓マッサージ 

呼吸が止まったときの人工呼吸 

口から食餌を摂れなくなった時の高カロリー輸液や胃瘻、など 

 

 

 

たまの病院 医療・介護従事者研修会 

～みんなで学ぼう人生会議（ACP）～ 

岡山大学病院高度救命救急センター教授 中尾篤典先生を講師にお迎えして ACP 研修会を行いました。   

市内施設から多くの方々に参加していただき、大変有意義な研修となりました。 

◇参加者◇ 

たまの病院 医療従事者 

玉野市消防本部、玉野市長寿介護課 関係職員 

介護保険施設（特養、老健）職員 

アドバンスト・ケア・プランニング、人生会議 
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たまの病院見学ツアー 
 

 

 

 

 

 

「たまの病院見学ツアー」を 2026 年 9 月 25 日開催しました。 

旧玉野市民病院では、「病院の日看護の日」に行っていましたが、コロナ禍で中止になり、今回違った形で

開催できました。 

今回は、宇野保育園の年長・年中さん、宇野幼稚園の年長さん、合わせて 20 人を招き、普段はなかなか

見ることのできない病院の裏側、看護師のお仕事体験、消防署から救急車にも来ていただき開催しました。 

 

 

 

 

 

まずは 2 階ホールで、ののちゃんと

佐藤理事長がお出迎え 

たまの病院病後児保育の保育士さんお手製の、キャップとエプロンを付け、

かわいい病院スタッフになり、探検へ出発！ 

放射線科で、レントゲンマジック・CT・透視体験 

救急車に乗り、スタンプラリー 

救急外来で、傷の手当てや注射など看護師のお仕事体験 

理学療法士・作業療法士さんによるリハビリ体験 

見学ツアー後、園児の皆さんからお歌のプレゼント

をいただきました。 

これからも、たまの病院では地域の皆様に病院を

もっと身近に感じてもらえるような取り組みを行っ

ていきたいと思っています。 
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「たまの病院見学ツアー」を 2026 年 9 月 25 日開催しました。 

旧玉野市民病院では、「病院の日看護の日」に行っていましたが、コロナ禍で中止になり、今回違った形で

開催できました。 

今回は、宇野保育園の年長・年中さん、宇野幼稚園の年長さん、合わせて 20 人を招き、普段はなかなか

見ることのできない病院の裏側、看護師のお仕事体験、消防署から救急車にも来ていただき開催しました。 

 

 

 

 

 

まずは 2 階ホールで、ののちゃんと

佐藤理事長がお出迎え 

たまの病院病後児保育の保育士さんお手製の、キャップとエプロンを付け、

かわいい病院スタッフになり、探検へ出発！ 

放射線科で、レントゲンマジック・CT・透視体験 

救急車に乗り、スタンプラリー 

救急外来で、傷の手当てや注射など看護師のお仕事体験 

理学療法士・作業療法士さんによるリハビリ体験 

見学ツアー後、園児の皆さんからお歌のプレゼント

をいただきました。 

これからも、たまの病院では地域の皆様に病院を

もっと身近に感じてもらえるような取り組みを行っ

ていきたいと思っています。 



 

地方独立行政法人 玉野医療センター  12  たまの病院 広報誌 うみまち便り 地方独立行政法人 玉野医療センター  13  たまの病院 広報誌 うみまち便り 

第３６回病院職員バレーボール大会 

に参加しました！ 
 

 

9 月 20 日（日）、第 36 回病院職員バレーボール大会が川崎学園総合体育館にて開催されました。 

今年は新入職員が 3 名も入部してくれ、さらに活気あふれるチームとなりました。「今年こそは優勝する

ぞ！」と全員で目標を掲げ、4 月からコツコツと練習を重ねてきました。 

大会当日の予選では、岡村一心堂病院さん、倉敷平成病院さんと対戦しました。結果はどちらのチームに

もセットカウント 2－0 で勝利し、予選グループ 1 位となり念願の決勝リーグへ進出です！！ 

「この勢いのまま、決勝リーグに進んで優勝するぞ！」と、さらに気合いを入れて決勝リーグに臨みました。 

 

 

― 決勝リーグ結果 ― 

準々決勝   

VS 旭東病院さん 

セットカウント 2－0 

勝利！ 

 

準決勝  

VS 川崎医科大学附属病院

さん 

セットカウント 1－2 

惜しくも敗退…… 

 

 

 

 

結果は準決勝敗退となり 3 位でした。残念ながら優勝することはで

きませんでしたが、去年の予選敗退から大躍進した大会となりました。 

たまの病院となって 2 年目。職種も年齢もさまざまなメンバーです

が、来年の大会に向けて今以上に団結し優勝を目指して練習に励んで

いきたいと思います。 

休日にもかかわらず応援にお越しいただいた皆様、また、大会までに

温かいお声掛けをいただいた皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～食欲の秋でもヘルシーに～ 

豆腐とさつまいもの米粉パンケーキ 

豆腐と米粉でしっとりもちもちの食感です。食べ応えもあるの

で朝食やおやつに最適です。 

作り方 

【下準備】さつまいもは、蒸すか、レンジで加熱しておく 

① さつまいもを 1ｃｍ角に切る。 

② ボウルに絹ごし豆腐を入れ、泡だて器でペースト状に

なるまで混ぜる。 

③ 卵を加えて混ぜ合わせる。 

続けて、Ａ（はちみつ、米油、塩）を加えて混ぜ合わ

せる。 

④ 米粉・ベーキングパウダーを加えて混ぜ合わせ、①を

加えて軽く混ぜる。 

⑤ フライパンを火にかけ、熱くなったら火から下ろし、

濡れたふきんの上にのせる。 

米油を広げ、黒ごまを散らして、生地をやさしく流し

入れる。 

再び火にかけ、弱火でフタをして、6～7分焼く。 

⑥ フライ返しで裏返す。 

フタをせずに弱火で 2～3分焼き、皿に取る。 

さつまいも 

さつまいもは食物繊維が豊富で、腸内環境

を整えるのに役立ちます。また、ビタミン

Ｃやカリウムも含まれており、むくみ防止

にも効果的です。 

レ 
シ 

ピ 

管理栄養士 

調理のポイント 
・豆腐は水切り不要です。 
・フライパンは 20ｃｍのものを使用。 
・生地は一度に入れて焼き、切り分けてお召し上がりください。 
・焼き時間は様子を見て調節してください。 
・甘味が物足らない方は、はちみつやメープルシロップを添えて下さい。 
・１枚で６人分程度が出来上がります。残るようであれば、ラップに包み冷凍して保存も可能です。 

食欲の秋を楽しむには、食べ過ぎに注意しながら栄養バランスを考えた食事を心がけることが大切です。 
主食（ごはんやパン）、主菜（魚や肉、豆類）、副菜（野菜）をバランスよく取り入れることで、体に必要な栄

養素をしっかりと補給できます。特に秋の味覚は栄養価が高いものが多いので、積極的に取り入れましょ

う。                                                             栄養科 

材料(6 人分程度) 141kcal/1 人 

絹ごし豆腐  ................ 150g 

さつまいも  ................ 100g 

米粉（製菓用） .............. 100g 

ベーキングパウダー .. 小さじ 1(4g) 

卵  ........................ 1 個 

はちみつ  .......... 大さじ 1 

(メープルシロップでも可) 

米油  .............. 大さじ 1 

(サラダ油でも可) 

塩  .............. 小さじ 1/8 

米油  ...................... 1 個 

黒ゴマ  .................... 適宜 

Ａ

応援ありがとうございました！！ 



 

地方独立行政法人 玉野医療センター  12  たまの病院 広報誌 うみまち便り 地方独立行政法人 玉野医療センター  13  たまの病院 広報誌 うみまち便り 

第３６回病院職員バレーボール大会 

に参加しました！ 
 

 

9 月 20 日（日）、第 36 回病院職員バレーボール大会が川崎学園総合体育館にて開催されました。 

今年は新入職員が 3 名も入部してくれ、さらに活気あふれるチームとなりました。「今年こそは優勝する

ぞ！」と全員で目標を掲げ、4 月からコツコツと練習を重ねてきました。 

大会当日の予選では、岡村一心堂病院さん、倉敷平成病院さんと対戦しました。結果はどちらのチームに

もセットカウント 2－0 で勝利し、予選グループ 1 位となり念願の決勝リーグへ進出です！！ 

「この勢いのまま、決勝リーグに進んで優勝するぞ！」と、さらに気合いを入れて決勝リーグに臨みました。 

 

 

― 決勝リーグ結果 ― 

準々決勝   

VS 旭東病院さん 

セットカウント 2－0 

勝利！ 

 

準決勝  

VS 川崎医科大学附属病院

さん 

セットカウント 1－2 

惜しくも敗退…… 

 

 

 

 

結果は準決勝敗退となり 3 位でした。残念ながら優勝することはで

きませんでしたが、去年の予選敗退から大躍進した大会となりました。 

たまの病院となって 2 年目。職種も年齢もさまざまなメンバーです

が、来年の大会に向けて今以上に団結し優勝を目指して練習に励んで

いきたいと思います。 

休日にもかかわらず応援にお越しいただいた皆様、また、大会までに

温かいお声掛けをいただいた皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～食欲の秋でもヘルシーに～ 

豆腐とさつまいもの米粉パンケーキ 

豆腐と米粉でしっとりもちもちの食感です。食べ応えもあるの

で朝食やおやつに最適です。 

作り方 

【下準備】さつまいもは、蒸すか、レンジで加熱しておく 

① さつまいもを 1ｃｍ角に切る。 

② ボウルに絹ごし豆腐を入れ、泡だて器でペースト状に

なるまで混ぜる。 

③ 卵を加えて混ぜ合わせる。 

続けて、Ａ（はちみつ、米油、塩）を加えて混ぜ合わ

せる。 

④ 米粉・ベーキングパウダーを加えて混ぜ合わせ、①を

加えて軽く混ぜる。 

⑤ フライパンを火にかけ、熱くなったら火から下ろし、

濡れたふきんの上にのせる。 

米油を広げ、黒ごまを散らして、生地をやさしく流し

入れる。 

再び火にかけ、弱火でフタをして、6～7分焼く。 

⑥ フライ返しで裏返す。 

フタをせずに弱火で 2～3分焼き、皿に取る。 

さつまいも 

さつまいもは食物繊維が豊富で、腸内環境

を整えるのに役立ちます。また、ビタミン

Ｃやカリウムも含まれており、むくみ防止

にも効果的です。 

レ 
シ 

ピ 

管理栄養士 

調理のポイント 
・豆腐は水切り不要です。 
・フライパンは 20ｃｍのものを使用。 
・生地は一度に入れて焼き、切り分けてお召し上がりください。 
・焼き時間は様子を見て調節してください。 
・甘味が物足らない方は、はちみつやメープルシロップを添えて下さい。 
・１枚で６人分程度が出来上がります。残るようであれば、ラップに包み冷凍して保存も可能です。 

食欲の秋を楽しむには、食べ過ぎに注意しながら栄養バランスを考えた食事を心がけることが大切です。 
主食（ごはんやパン）、主菜（魚や肉、豆類）、副菜（野菜）をバランスよく取り入れることで、体に必要な栄

養素をしっかりと補給できます。特に秋の味覚は栄養価が高いものが多いので、積極的に取り入れましょ

う。                                                             栄養科 

材料(6 人分程度) 141kcal/1 人 

絹ごし豆腐  ................ 150g 

さつまいも  ................ 100g 

米粉（製菓用） .............. 100g 

ベーキングパウダー .. 小さじ 1(4g) 

卵  ........................ 1 個 

はちみつ  .......... 大さじ 1 

(メープルシロップでも可) 

米油  .............. 大さじ 1 

(サラダ油でも可) 

塩  .............. 小さじ 1/8 

米油  ...................... 1 個 

黒ゴマ  .................... 適宜 

Ａ

応援ありがとうございました！！ 



 

地方独立行政法人 玉野医療センター  14  たまの病院 広報誌 うみまち便り 地方独立行政法人 玉野医療センター  15  たまの病院 広報誌 うみまち便り 

たまの病院 外来診療担当表 
2026 年 10 月 1 日現在 

曜日 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

診療科 

内
科 

１ 診 

午前 

佐 藤 利 雄 磯 嶋 浩 二 佐 藤 利 雄 磯 嶋 浩 二 筒 井 英 太 

２ 診 藤 澤 諒 多 三 宅 俊 嗣 三 島 康 男 越 智 宣 昭 三 宅 俊 嗣 

３ 診 本 多 宣 裕 重 戸 伸 幸 見 元 淳 子 岡   好 仁 本 多 宣 裕 

４ 診 山 原 茂 裕 筒 井 英 太 重 戸 伸 幸 
第 1・3・5 

山 原 茂 裕 
寺 嶋 悠 也 

５ 診 田 端 雅 弘 植 田 圭 吾 
【肝臓病外来】  

 第 1・3 塩田 祥平 
 第 2・4 狩山 和也 

大 野 洋 平 田 端 雅 弘 

６ 診 
第２・４ 

宮 本   聡 
的 場 將 城 

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】 

第 3  若 林  宏 
 宮 本   聡 

７ 診 
【循環器外来】 

第 1・3 森  淳 史 

【脳神経内科外来】 

第 2 名古谷 章子 
（予約のみ） 

【循環器外来】 

第 1・3・5 與田 俊介 
 第 2・4  梶山 渉太 

 
【循環器外来】 

植 木 悠 太 

８ 診 三 島 康 男 岡 﨑   悟 岡 﨑   悟  三 島 康 男 

１ 診 

午後 

     

２ 診 
三 宅 俊 嗣 

≪呼吸器≫ 
 

【禁煙外来】 

三 宅 俊 嗣 
 

藤 澤 諒 多 
≪総合内科≫ 

３ 診 
見 元 淳 子 

≪呼吸器≫ 

本 多 宣 裕 
≪呼吸器≫ 

 
見 元 淳 子 

≪呼吸器≫ 
 

４ 診  
岡   好 仁 

≪消化器≫ 

山 原 茂 裕 
≪腎臓病≫ 

田 端 雅 弘 
≪腫瘍内科・緩和≫ 

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】 

寺 嶋 悠 也 

５ 診  
植 田 圭 吾 
≪総合内科・漢方≫ 

 
大 野 洋 平 

≪総合内科≫ 
 

６ 診 
第２・４ 

宮 本   聡 
≪糖尿病≫ 

的 場 將 城 
≪糖尿病≫ 

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】 

第 3  若 林  宏 
 

宮 本   聡 
≪糖尿病≫ 

７ 診  
【脳神経内科外来】 

第 2 名古谷 章子 
（予約のみ） 

  
【循環器外来】 

植 木 悠 太 

外
科 

１ 診 午前 源   寛 二 池 田 敏 夫 澤 田 芳 行 源   寛 二 澤 田 芳 行 

１ 診 午後 
源   寛 二 

（予約のみ） 
大 原 利 章  岡 大 医 師  

整
形
外
科 

１ 診 

午前 

渡 部 邦 久 須 田 達 也 國 富 康 資 須 田 達 也 渡 部 邦 久 

     

２ 診 須 田 達 也 渡 部 邦 久 須 田 達 也 渡 部 邦 久 須 田 達 也 

３ 診   
第 2 

鉄 永 智 紀 
（予約のみ） 

【脊椎外来】 

第 2 宇 川   諒 
第 4 小 松 原  将 

 

外
科 

形
成 

1 診 午前     濵 本 有 祐 

 

 

 

 

曜日 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

診療科 

小児科 

午前 宮 原 宏 幸 

第 1・3・5 

後 藤 振 一 郎 
第 2・4 

藤 井 洋 輔 

第 1・3・5 

萬 木    章 
第 2・4 

伊 藤 周 代 

福 嶋 遥 佑 松 原 恒 則 

午後 

宮 原 宏 幸   福 嶋 遥 佑 松 原 恒 則 

一 般 診 療 
予 防 接 種 
乳 児 健 診 
は 要 予 約 

  

一 般 診 療 
予 防 接 種 
乳 児 健 診 
は 要 予 約 

予 防 接 種 
特 殊 外 来 
乳 児 健 診 
（要 予 約） 

     

泌尿器科 午前 
津 島 知 靖  妹 尾 孝 司  

第 1・3・5 

藤 澤 諒 多 
第 2・4 

荒 木 元 朗 
     

婦人科 

午前  依 田 尚 之  西 田   傑  

午後 
 依 田 尚 之  西 田   傑  

     

眼科 

午前 筒 井 康 子 松 尾 俊 彦 大 賀 仁 美 筒 井 康 子 大 賀 仁 美 

午後 松 尾 俊 彦 松 尾 俊 彦 松 尾 俊 彦 
第 1・2・4 

筒 井 康 子 
 

耳鼻咽喉科 

午前 
 片 岡 祐 子    

     

午後 
  浦 口 健 介 赤 木 博 文 牧 野 琢 丸 

     

麻酔科 午前    

【専門外来】 

荒 川 恭 佑 
診療時間 10:00～12:00 

（予約のみ） 

 

歯
科 

１ 診 
午前 

正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 

２ 診   
第 1・2・4 

天 野 克 比 古 
 寺 田 昌 稔 

１ 診 
午後 

正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 

２ 診   
第 1・2・4 

天 野 克 比 古 
 寺 田 昌 稔 

人
間
□
□
□ 

健
診
□ 

１ 診 午前 筒 井 英 太 洲 脇 道 子 筒 井 英 太 洲 脇 道 子 洲 脇 道 子 

１ 診 
（ｱｽﾍﾞｽﾄ検診） 

午後 佐 藤 利 雄 筒 井 英 太 見 元 淳 子  筒 井 英 太 

 

受付時間（不定期で変更あり） 

第 2・3 は 14:30～16:00 

受付時間 ８：３０～１１：００ 

受付時間 １３：３０～１５：００ 受付時間 １３：３０～１５：００ 

受付時間 ８：３０～１１：００ 

受付時間 １３：３０～１５：４５ 

【受付時間】 午前 ８：３０～１１：３０ 午後 １３：３０～１６：００ 
【診療時間】 午前 ９：００～１２：３０ 午後 １４：００～１６：３０ 
 ※表中に時間があるものを除く。 

※紹介患者の方は、地域医療連携室を通してご予約お願いします。 

玉野医療センター たまの病院     地域医療連携室 
TEL (0863)31-2101（代表）   TEL (0863)31-2252（直通） 
FAX (0863)32-4278     FAX (0863)32-1950 

 

新患受付時間 ８：３０～１１：００（手術等により受付時間が早まる場合あり） 

診療の質の維持と待ち時間の改善に向けた取り組みの一環として 

令和９年１月から当分の間、内科の午後診療は、予約のみとさせていただきます。 
なお、緊急の場合は、救急外来で受け付けます。事前にお電話でご連絡ください。 
詳しくは医事課へお問い合わせください。 

お
知
ら
せ 



 

地方独立行政法人 玉野医療センター  14  たまの病院 広報誌 うみまち便り 地方独立行政法人 玉野医療センター  15  たまの病院 広報誌 うみまち便り 

たまの病院 外来診療担当表 
2026 年 10 月 1 日現在 

曜日 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

診療科 

内
科 

１ 診 

午前 

佐 藤 利 雄 磯 嶋 浩 二 佐 藤 利 雄 磯 嶋 浩 二 筒 井 英 太 

２ 診 藤 澤 諒 多 三 宅 俊 嗣 三 島 康 男 越 智 宣 昭 三 宅 俊 嗣 

３ 診 本 多 宣 裕 重 戸 伸 幸 見 元 淳 子 岡   好 仁 本 多 宣 裕 

４ 診 山 原 茂 裕 筒 井 英 太 重 戸 伸 幸 
第 1・3・5 

山 原 茂 裕 
寺 嶋 悠 也 

５ 診 田 端 雅 弘 植 田 圭 吾 
【肝臓病外来】  

 第 1・3 塩田 祥平 
 第 2・4 狩山 和也 

大 野 洋 平 田 端 雅 弘 

６ 診 
第２・４ 

宮 本   聡 
的 場 將 城 

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】 

第 3  若 林  宏 
 宮 本   聡 

７ 診 
【循環器外来】 

第 1・3 森  淳 史 

【脳神経内科外来】 

第 2 名古谷 章子 
（予約のみ） 

【循環器外来】 

第 1・3・5 與田 俊介 
 第 2・4  梶山 渉太 

 
【循環器外来】 

植 木 悠 太 

８ 診 三 島 康 男 岡 﨑   悟 岡 﨑   悟  三 島 康 男 

１ 診 

午後 

     

２ 診 
三 宅 俊 嗣 

≪呼吸器≫ 
 

【禁煙外来】 

三 宅 俊 嗣 
 

藤 澤 諒 多 
≪総合内科≫ 

３ 診 
見 元 淳 子 

≪呼吸器≫ 

本 多 宣 裕 
≪呼吸器≫ 

 
見 元 淳 子 

≪呼吸器≫ 
 

４ 診  
岡   好 仁 

≪消化器≫ 

山 原 茂 裕 
≪腎臓病≫ 

田 端 雅 弘 
≪腫瘍内科・緩和≫ 

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】 

寺 嶋 悠 也 

５ 診  
植 田 圭 吾 
≪総合内科・漢方≫ 

 
大 野 洋 平 

≪総合内科≫ 
 

６ 診 
第２・４ 

宮 本   聡 
≪糖尿病≫ 

的 場 將 城 
≪糖尿病≫ 

【ﾘｳﾏﾁ・膠原病外来】 

第 3  若 林  宏 
 

宮 本   聡 
≪糖尿病≫ 

７ 診  
【脳神経内科外来】 

第 2 名古谷 章子 
（予約のみ） 

  
【循環器外来】 

植 木 悠 太 

外
科 

１ 診 午前 源   寛 二 池 田 敏 夫 澤 田 芳 行 源   寛 二 澤 田 芳 行 

１ 診 午後 
源   寛 二 

（予約のみ） 
大 原 利 章  岡 大 医 師  

整
形
外
科 

１ 診 

午前 

渡 部 邦 久 須 田 達 也 國 富 康 資 須 田 達 也 渡 部 邦 久 

     

２ 診 須 田 達 也 渡 部 邦 久 須 田 達 也 渡 部 邦 久 須 田 達 也 

３ 診   
第 2 

鉄 永 智 紀 
（予約のみ） 

【脊椎外来】 

第 2 宇 川   諒 
第 4 小 松 原  将 

 

外
科 

形
成 

1 診 午前     濵 本 有 祐 

 

 

 

 

曜日 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

診療科 

小児科 

午前 宮 原 宏 幸 

第 1・3・5 

後 藤 振 一 郎 
第 2・4 

藤 井 洋 輔 

第 1・3・5 

萬 木    章 
第 2・4 

伊 藤 周 代 

福 嶋 遥 佑 松 原 恒 則 

午後 

宮 原 宏 幸   福 嶋 遥 佑 松 原 恒 則 

一 般 診 療 
予 防 接 種 
乳 児 健 診 
は 要 予 約 

  

一 般 診 療 
予 防 接 種 
乳 児 健 診 
は 要 予 約 

予 防 接 種 
特 殊 外 来 
乳 児 健 診 
（要 予 約） 

     

泌尿器科 午前 
津 島 知 靖  妹 尾 孝 司  

第 1・3・5 

藤 澤 諒 多 
第 2・4 

荒 木 元 朗 
     

婦人科 

午前  依 田 尚 之  西 田   傑  

午後 
 依 田 尚 之  西 田   傑  

     

眼科 

午前 筒 井 康 子 松 尾 俊 彦 大 賀 仁 美 筒 井 康 子 大 賀 仁 美 

午後 松 尾 俊 彦 松 尾 俊 彦 松 尾 俊 彦 
第 1・2・4 

筒 井 康 子 
 

耳鼻咽喉科 

午前 
 片 岡 祐 子    

     

午後 
  浦 口 健 介 赤 木 博 文 牧 野 琢 丸 

     

麻酔科 午前    

【専門外来】 

荒 川 恭 佑 
診療時間 10:00～12:00 

（予約のみ） 

 

歯
科 

１ 診 
午前 

正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 

２ 診   
第 1・2・4 

天 野 克 比 古 
 寺 田 昌 稔 

１ 診 
午後 

正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 正 村 博 行 

２ 診   
第 1・2・4 

天 野 克 比 古 
 寺 田 昌 稔 

人
間
□
□
□ 

健
診
□ 

１ 診 午前 筒 井 英 太 洲 脇 道 子 筒 井 英 太 洲 脇 道 子 洲 脇 道 子 

１ 診 
（ｱｽﾍﾞｽﾄ検診） 

午後 佐 藤 利 雄 筒 井 英 太 見 元 淳 子  筒 井 英 太 

 

受付時間（不定期で変更あり） 

第 2・3 は 14:30～16:00 

受付時間 ８：３０～１１：００ 

受付時間 １３：３０～１５：００ 受付時間 １３：３０～１５：００ 

受付時間 ８：３０～１１：００ 

受付時間 １３：３０～１５：４５ 

【受付時間】 午前 ８：３０～１１：３０ 午後 １３：３０～１６：００ 
【診療時間】 午前 ９：００～１２：３０ 午後 １４：００～１６：３０ 
 ※表中に時間があるものを除く。 

※紹介患者の方は、地域医療連携室を通してご予約お願いします。 

玉野医療センター たまの病院     地域医療連携室 
TEL (0863)31-2101（代表）   TEL (0863)31-2252（直通） 
FAX (0863)32-4278     FAX (0863)32-1950 

 

新患受付時間 ８：３０～１１：００（手術等により受付時間が早まる場合あり） 

診療の質の維持と待ち時間の改善に向けた取り組みの一環として 

令和９年１月から当分の間、内科の午後診療は、予約のみとさせていただきます。 
なお、緊急の場合は、救急外来で受け付けます。事前にお電話でご連絡ください。 
詳しくは医事課へお問い合わせください。 

お
知
ら
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たまの病院までの交通アクセス 

JR 
●岡山方面から……JR 宇野みなと線で終点 JR 宇野駅までお越しください。 

途中、JR 茶屋町駅で乗り換えが必要な場合がありますのでご注意ください。 

●四国方面から……JR 瀬戸大橋線で JR 茶屋町駅にて JR 宇野みなと線に乗り換え、 

終点 JR 宇野駅までお越しください。 

●JR 宇野駅から徒歩 15 分またはタクシー・バスをご利用ください。 

フェリー 
●四国フェリーご利用の方は、宇野港で下船後、徒歩 15 分または JR 宇野駅から 

タクシー・バスをご利用ください。 

バス 
●新道経由 ： 両備バス〔渋川三丁目〕行き、“たまの病院前”で下車 

●旧道経由 ： 両備バス〔宇野駅方面〕行き、“たまの病院前”で下車 

●シーバス ： “たまの病院前” “たまの病院” “たまの病院（南側）”で下車 

車 
●岡山方面からお越しの際は、国道 30 号線を南下し、ループ橋を下った最初の信号を 

左折してください。無料駐車場（１５０台）があります。 

たまの病院 地連だより 
 
 
 

 

玉野医療センターたまの病院 相談窓口のご案内 
 

7 月から紹介患者様の受け入れについて、地域医療連携室が窓口となります。 

地域の医療機関や福祉施設、担当ケアマネジャーの方々からの相談に対応させていただきます。 

 

＜受診予約・入院の相談＞ 

０８６３-３１-２２５２（地域医療連携室） 

＜緊急受診・緊急入院のご相談＞ 

平日 8:30～17:15 

０８６３-３１-２２５２（地域医療連携室） 

夜間・休日 

０８６３-３１-２１０１（代表） 

上記以外にも医師への相談などにつきましても、 

地域医療連携室にて対応させていただきます。 

 

 

新病院開院以来、多くの患者様やご家族、関係機関からいただいた「外来が混雑していて受診予約

が取りづらい」「満床で入院できなかった」などの声を真摯に受け止め、受診・入院のご紹介やご相談

をいただく際の受け入れ体制を見直しました。 

窓口となる総合支援センターは、新たに前病院長の山原医師をトップとした組織体制とし、7 月か

らは紹介患者に関する連絡先を総合支援センター内の地域医療連携室に一元化します。 

新たな体制では、ワンストップでの迅速な対応を目標とし、当院の基本理念である「玉野に暮らす命

は、玉野の地で守ります」を実現するため、地域医療連携体制を強化し、地域の医療機関、介護施設の

皆様と緊密な関係を作ることで、地域医療を支える地域の中核病院を目指してまいります。 


